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「高
す
ぎ
る
市
長
退
職
金
を
ゼ
ロ
に
Ｈ
」
（ｋ
候
補
の
主
張
）

ネ
ガ
テ
イ
プ
・辛
ヤ
ン
ベ
ー
ン
は
や
め
ま
せ
ん
か
？
・

何
で
も
反
対
の
風
潮
を
大
胆
不
敵
に
「天
地
が
え
し
」し
て
、新
し
い
芽
吹
き
を
助
け
る
の
が
野
平
流
。

市
長
に
な
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
市
長
に
な
っ
て
ド
シ
ド
シ
仕
事
が
し
た
い
の
で
す
。

野
平
ま
さ
く
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
自
治
体
経
営
の
正
道
を
踏
む
真
の
都
市
経
営
者
で
す
。

公
用
車
批
判
も
、新
人
候
補
が
よ
く
使
う
手
法
で
す
。

現
在
の
市
使
用
の
公
用
車
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
ポ

ン
コ
ツ
車
で
す
。

走
行
距
離
　
２３
万
キ
ロ

使
用
年
数
　
１３
年

（県
内
３６
市
平
均
８
年
）

歴
代
の
市
議
会
議
長
も
、
汁
か
ら
同
じ
犯
の
黒
塗

り
の
公
用
中
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

元
議
長
の
加
瀬
庫
蔵
議
員
、
宮
内
昭
工
議
員
、
営

川
雅
大
議
員
も
、
任
期
中
、
黒
塗
り
の
公
用
市
を
手
放

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
走
行
距
離
は
矩
い
で
す
が
。

傾
ケ
関
の
■
庁
街
、
永
１１１
町
の
同
公
や
議
員
会
館
、

千
葉
市
、
銚
ｒ
市
内
を
走
り
―‐‐―
る
、
地
方
都
市
の
市
長

の
市
長
卓
は
、
容
易
に
公
用
卓
だ
と
判
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間
を
ロ
ス
し
な
い
た
め

に
、
社
会
慣
行
と
し
て
、
共
塗
り
の
公
用
い
を
使
う
の

で
す
。

運
転
子
を
タ
ク
シ
ー
公
社
に
委
託
す
る
こ
と
は
、

不
適
明
で
す
。
市
役
所
に
は
運
転
業
務
に
習
熟
し
た
専

門
技
能
員
が
何
人
も
い
る
の
で
、
そ
の
仕
事
を
奪
う
の

は
得
策
で
は
な
い
で
す
し
、
法
的
に
守
秘
義
務
を
負
わ

な
い
非
公
務
員
人
運
転
士
で
は
、
秘
密
を
要
す
る
電
話

が
、
車
内
で
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
県
内
３７
市
の
う
ち

２
市
だ
け
が
、
委
託
運
転

―ｌｉ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

野
平
ま
さ
く
に
は
、
行
動
す
る
市
長
で
す
。
年
十‐ｉ‐

平
均
３
万
キ
ロ
を
卓
で
移
動
し
ま
す
。
市
役
所
職
典
が

合
―１１１
に
中
を
利
用
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で

す
。
市
長
が
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
待
機
す
る
公
用

中
に
は
、
尻
」
き
」
は
な
い
で
す
。
出
張
に
公
共
交
通

機
関
や
電
車
を
使
っ
て
い
て
は
、
２４
時
間
が
公
務
の
市

長
と
し
て
、
迅
速
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
市
長
の
仕

事
に
ロ
ス
時
間
を
作
る
方
が
無
駄
で
す
。
公
用
卓
の
無

駄
よ
り
、
市
長
の
人
件
数
の
無
駄
を
心
配
す
べ
き
で
す
。

仕
事
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
な
い
新
人
の
ｋ
候
補

が
、
現
実
を
知
ら
ず
に
安
易
な

「黒
塗
り
公
用
卓
批
判
」

を
す
る
の
は
、
適
明
で
は
な
い
で
す
。
市
長
に
な
っ
て

か
ら
、
現
実
を
日
で
み
て
、
実
行
し
て
ド
さ
い
。

な
お
、
議
長
卓
と
市
長
い
の
値
段
は
、
企
く
同
額

で
す
。一戯
長
い
の
距
離
が
矩
く
、市
長
い
の
距
離
が
圧
倒

的
に
長
い
の
で
、
数
年
前
に
交
換
し
て
乗
っ
て
い
ま
す
。

ｋ
候
補
の
よ
う
な
攻
撃
は
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
１
年
以
―を
前
に
公
用
い
変
更
の
時
期
が
到
米

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
え
て
新
」―…こ
に
変
え
ず
に
、
側
安

に
な
っ
た
リ
ー
ス
料
で
ポ
ン
コ
ツ
公
用
い
に
乗
り
続
け

て
い
ま
す
。
ｋ
候
補
の
攻
撃
は
、
溺
心定
内
」
で
し
た
の

「給
料
の
引
き
下
げ
３。
％
Ｈ
」
と
「退
職
金
の
引
き
下
げ
３。
％
門
ご

（野
平
ま
き
く
に
の
主
張
）

銚
ｒ
市
長
の
退
職
金
の
額
は
、
千
葉
県
退
職
千
】

組
合
の
条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
銚
ｒ
市
職
典
の

退
職
命
の
計
算
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
で
す
。
同
組
合
に
加

牌
し
な
い
県
内
の
特
別
に
裕
柄
な
市
長
は
別
で
す
が
、

ど
こ
の
市
長
も
同
じ
係
数
を
か
け
岬
し
ま
す
め

そ
れ
で
も
、
命
微
が
市
ご
と
に
達
う
の
は
、
基
礎

に
な
る
給
料
川
額
が
連
う
か
ら
で
す
。
銚
子
市
長
の
結

料
は
、県
下
で
も
最
低
水
準
で
す
が
、給
料
月
額
を
も
っ

と
下
げ
れ
ば
、
退
職
金
の
金
額
も
も
っ
と
下
が
り
ま
す

し
、
ボ
ー
ナ
ス
の
金
額
も
も
っ
と
下
が
り
ま
す
。
ｋ
候

補
は
、
か
つ
て
、
銚
ｒ
市
の
議
員
給
料
の
引
ド
げ
に
な

般
に
反
対
し
ま
し
た
。
そ
の
実
紙
と
思
惑
が
あ
る
か
ら
、

給
料
の
引
ド
げ
方
式
を
ｌｉ
張
し
な
い
の
で
す
か
。

だ
か
ら
、
正
し
く
は
、

「市
長
退
職
金
を
ゼ
ロ
に
！
」

と
い
う
の
で
な
く
、

「市
長
結
料
の
引
き
下
げ
！
」
も

「市
長
退
職
金
の
引
き
下
げ
！
」
も

の
方
式
で
引
き
ド
げ
る
。
市
長
選
挙
で
退
職
金
引
ド
げ

を
叫
ぶ
新
人
が
出
ま
す
が
、
「バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
」

で
も

「お
子
林
り
」
で
も
な
く
、
市
民
代
表
の
特
別
職

服
酬
杯
献
公
答
中
に
従
う
の
で
す
。

野
平
ま
さ
く
に
は
、
円
の
政
策
に
呼
応
し
、
市
議

会
の
議
決
を
得
て
、
市
長
の
給
料
を
、
７
月
か
ら
３。
％

引
き
下
げ
た
い
ｏ
比
例
し
て
、
ボ
ー
ナ
ス
も
退
職
金
の

額
も
全
部
白
動
的
に
ド
が
り
ま
す
。

黒
塗
り
の
公
用
車
の
廃
止
Ｈ



豪
華
な
市
役
所
反
対
Ｈ

緊
急
防
災
減
災
年
米
は
、
山
治
体
が
、
汁
波
に
よ

る
人
命
の
損
傷
を
阿
避
す
る
た
め
の
特
別
事
米
で
す
。

銚
ｒ
市
は
、
田
の
こ
の
優
れ
た
緊
急
避
難
の
支
援

制
度
を
活
用
し
、
従
来
は
補
助
梓
０
％
だ
っ
た
市
役
所

庁
合
と
補
助
存
２
２
．
５
％
だ
っ
た
消
防
解
を
、
と
も

に
補
助
存
７。
％
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
新
架

・
一
体

雑
備

・
―‐１

（
敗
地
で
建
体
え
ま
す
っ

県
内
７
市
が
、
市
役
所
移
転

・
新
架
を
発
表
し
て

い
ま
す
が
、
銚
ｒ
市
だ
け
が
、
こ
の
緊
急
―ｌｉｌｌ
度
に
よ
る

恩
忠
を
′ｊｌ
き
行
せ
ら
れ
る
兄
込
み
で
す
。

こ
う
い
う
条
件
が
活
用
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「壊
雑
な
建
物
」
だ
か
ら
新
築
し
な
い
の
が
適
切
で
し
よ

う
か
。
市
民
や
ｒ
供
た
ち
の
生
命
を
守
ら
な
い
の
で

し
よ
う
か
。
市
立
銚
ｒ
中
は
建
替
え
な
い
の
で
す
か
。

な
お
、
総
事
米
費
５７
億
円
の
場
合
は
、
銚
Ｆ
市
の

市
銀
負
担
２７
億
円
は
、
３。
年
返
済
を
前
提
と
す
る
と
、

年
負
担
額
９
０
０
０
万
円
程
度
で
す
し
、
総
事
米
史
４。

億
円
の
場
合
は
、
銚
ｒ
市
の
市
銀
負
担
額
１９
億
円
の
年

負
担
額
は
、
た
っ
た
６
７
０
０
万
円

（元
金
）
で
す
。

交
付
金
が
、
白
動
的
に
田
か
ら
毎
年
配
分
さ
れ
ま
す
。

「無
借
金
径
甘
」
と
は
、
田
の
地
方
償
制
度
と
地
方
交

付
税
制
度
の
連
動
を
無
視
し
た
、
無
謀
な
財
政
述
常
の

子
法
で
す
。
企
米
財
務
と
都
市
財
政
は
別
物
で
す
。

ど
の
市
に
も
、
現
実
的
に
、
将
来
の
建
築
資
金
を

積
み
立
て
る
財
政
の
余
裕
は
、
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

銚
ｒ
市
が
５。
年
間
使
用
す
る
市
役
所
の
建
築
資
金
を
３。

年
か
ら
５０
年
十
抱
し
て
貯
金
し
た
後
に
建
築
す
る
の

は
、
明
ら
か
に
思
策
で
す
。
こ
の
方
法
で
は
、
建
築
史

の
総
額
５７
億
円
は
、
金
額
市
史
負
担
と
な
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
雑
備
に
関
し
て
は
、
地
方
債
制
度
と

地
方
交
付
税
ｌｌｉｌｌ
度
と
が
、
連
動
し
て
い
ま
す
。
５７
億
円

の
建
築
典
を
金
額
借
金
（地
方
使
）し
て
建
築
し
、
返
済

す
る
３。
年
間
に
わ
た
っ
て
２９
億
円
の
地
方
交
付
税
交
付

金
を
円
か
ら
も
ら
え
ば
、
３。
年
間
の
市
黛
負
担
合
計
は
、

２３
億
円
で
済
み
ま
す
。

公
共
施
設
を
令
額
市
堂
で
負
担
す
る
の
は
思
か
な

こ
と
で
、
財
政
支
援
制
度
を
知
ら
な
い
素
人
の
発
想
で

す
。
財
政
に
無
知
な
主
張
を
す
る
ｋ
候
補
に
は
、
市
長

の
職
貞
を
お
任
せ
で
き
ま
せ
ん
。

銚
ｒ
市
の
財
政
調
整
基
金
が
最
多
だ
っ、た
時
期
は
、

平
成
元
年
で
し
た
。
そ
れ
も
３。
億
円
で
は
な
く
、
２６
億

円
で
し
た
。
金
額
は
、
勝
子
に
創
作
し
な
い
で
ド
さ
い
。

私
が
平
成
２‐
年
に
、
前
市
長
か
ら
財
政
調
整
基
金

を
引
き
継
い
だ
金
額
は
、
６
５
８
万
円
だ
け
で
し
た
。

そ
の
後
、私
の
努
力
で
、
３
億
６
０
０
万
円
↓
６
億
５
４

０
０
万
円
↓
４
億
４
７
０
万
円
と
増
や
し
、Ｈ
２５
年
３

月
３‐
日
に
は
、６
億
５
５
０
０
万
円
に
到
達
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
は
、
た
め
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時
に
大
胆
に
使

う
こ
と
に
忘
義
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
今
後
も
臨
機
応

変
に
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
ま
す
。
た
め
ら
わ
ず
に

使
う
能
力
が
市
長
に
は
必
要
で
す
。

金 し の を え  | ′1 視 放 チと

銚
子
市
、
旭
市
、
１‐１二
咲
市
の
３
市
が
広
域
経
営
す

る
束
総
地
域
広
域
圏
組
合
の
ゴ
ミ
焼
却
事
業
は
、
平
成

１０
年
に
、
９
市
町

（銚
子
市
、
旭
市
、
八
田
市
場
市
、

飯
岡
町
、
海
―…！１
町
、
ｒ
潟
町
、
野
栄
町
、
光
町
、
多
占
町
）

で
始
ま
っ
た
広
域
処
理
の
中
米
で
す
。
以
下
、
ｋ
候
補

の
卜
張
の
問
連
い
を
指
摘
し
ま
す
。

①
事
業
費
　
１
５
０
億
円
～
２
０
０
億
円

間
違
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の

「ご
み
焼
却
施
設
検

討
委
員
会
」
の
報
告
で
は
、
１
３
５
億
円
と
い
う
推
計

値
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
入
札
状
況
で

は
、
１
０
０
億
円
を
確
実
に
下
回
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

国
の
手
厚
い
補
助
制
度
を
受
け
て
、
３
市
の
自
己
負
担

を
で
き
る
だ
け
削
減
し
ま
す
。

な
お
、
銚
ｒ
市
の
現
行
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
な
命
は

城
り
わ
ず
か
で
、
八
木
地
区
の
叫
立
処
分
場
の
な
命
も

残
り
５
年
で
す
。
東
京
都
小
金
片
市
の
実
例
を
み
て
も
、

市
長
選
挙
の
た
め
に
焼
却
場
問
題
を
も
て
遊
ぶ
の
は
、

感
心
し
ま
せ
ん
。
市
長
は
半
年
で
辞
職
し
ま
し
た
。

財
政
運
営
と
借
金
経
営

ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
危
険
性

②

２４
時
間
連
続
運
転
の
必
要
性

ゴ
ミ
焼
却
炉
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
発
生
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
、
大
規
模

・
２４
時
間
連

続

・
高
温
燃
焼
の
３
条
件
の
確
保
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
、
技
術
的
に
確
立

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
温
燃
焼
に
よ
り
、
発
竜
が
確
保
で
き
、

年
間
１
億
円
の
売
電
収
入
も
見
込
め
ま
す
。



銚
子
市
立
病
院
の
充
実

①
送
迎
パ
ス
の
運
行

現
在
市
立
病
院
で
は
、
病
院
バ
ス
の
計
画
を
真
剣

に
校

卜
…、―
し
て
い
ま
す
が
、
条
件
が
満
た
さ
れ
ず
、
古
心

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
病
院
側
の
意
向
や
実
態
を
確

認
せ
す
に
、
病
院
つ
ぶ
し
に
加
担
し
た
多
数
派
議
員
が

支
援
す
る
ｋ
候
補
が
、
勝
手
に
病
院
パ
ス
に
つ
い
て
語

る
の
は
よ
く
な
い
で
す
。
病
院
側
で
は
、
非
常
に
迷
惑

だ
と
怒
っ
て
い
ま
す
。

②
救
急
２４
時
間
受
入
れ
体
制
の
整
備

赤
字
補
填
予
算
を
再
●
に
わ
た
り
台
決
し
た
り
、

補
映
予
算
の
５
削
カ
ッ
ト
修
だ
案
の
提
出
代
表
者
だ
っ

た
ｋ
候
補
が
、
こ
こ
へ
き
て
、
ま
た
ま
た
勝
手
に
赤
字

の
増
大
を
招
く
２４
時
間
救
急
を
推
進
す
る
旨
を
勝
手
に

主
張
す
る
の
は
、
赤
字
補
填
と
の
整
含
性
が
と
れ
ま
せ

ん
し
、
ど
う
い
う
手
法
で
実
現
す
る
か
の
、
具
体
的
な

工
程
表
も
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

ｋ
候
補
を
支
援
し
て
い
る
某
議
員
が
、
平
成
２‐
年

５
月
の
市
長
選
挙
に
出
馬
し
、
持
し
紛
れ
に
、
わ
ず
か

数
力
月
後
の

「９
月
に
市
立
病
院
を
再
開
す
る
」
と
公

約
し
ま
し
た
。
で
き
な
い
こ
と
ま
で
、
根
拠
も
な
し
に
、

ダ
メ
モ
ト
で
な
ん
で
も
か
ん
で
も
公
約
す
る
と
、後
で
山

分
の
首
を
締
め
、
リ
コ
ー
ル
さ
れ
る
原
閃
に
な
り
ま
す
。

過
ぎ
る
寸
前
で
し
た
が
、
私
が
か
つ
て
建
設
件
で
建
設

振
興
課
長
を
経
験
し
て
い
た
た
め
、
令
田
併
■
事
業
協

―‐可
組
合
連
合
公
や
商
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、　
一
‐‐
事
期
限

内
に
数
百
点
の
部
品
が
用
き
ま
し
た
。

②
市
税
収
納
率
の
向
上

平
成
１４
年
時
点
で
は
１
０
０
億
円
課
税
し
て
７８
％

の
７８
億
円
し
か
収
税
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
２４

年
度
決
算
で
は
、
８５
％
の
８５
億
円
を
確
実
に
収
税
す
る

予
定
で
す
。
税
務
峨
典
に
対
す
る
市
長
の
細
や
か
な
指

導
が
、
職
真
を
振
る
い
立
た
せ
た
結
果
で
す
。

③
平
成
２５
年
度
の
借
金
返
済
額

全
死
金
４５
億

円

・
利
子
９
億
円
）

借
金
が
す
べ
て
純
粋
に
市
費
負
担
だ
っ
た
ら
確
か

に
大
変
で
す
し
、
地
域
に
何
の
恩
恵
も
も
た
ら
さ
な
け

れ
ば
、
無
駄
な
借
金
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
相
】
の
金
額
が
、
地
方
交
付
税
に
よ
っ

て
補
填
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
２４
年
度
木
地
方
債
残
高

の
総
額
５
４
２
億
円
の
う
ち
、
市
空
負
担
は
、
３
０
５

億
円
で
す
。
洋
額
の
２
３
７
億
円
は
、
地
方
交
付
税
で

補
填
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
交
付
税

の
補
填
金
額
を
隠
し
た
議
論
は
、
財
政
状
況
の
埋
解
を

ゆ
が
め
ま
す
。

ま
た
、
市
か
ら
大
学
へ
の
誘
致
補
助
金
７７
億
円
に

よ
り
、
地
域
に
は
、
建
設
典
だ
け
で
１
１
１
億
円
が
支

出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、職
典
人
件
典
も
命
め
て
、

平
成
２４
年
度
１
年
ｌｌｉｌ
で
２８
億
円
の
経
常
的
継
錠
が
支
出

さ
れ
ま
し
た

（大
学
と
し
て
は
赤
字
）。
１０
年
間
に
大

学
が
支
出
し
た
総
額
は
、
概
算
で
３
９
１
億
円
だ
と
も

い
え
ま
す
。
そ
の
う
ち
相
当
の
金
額
が
、
銚
子
市
の
財

政

（水
道

・
市
民
税

・
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
）

や
地
域
経
済
を
潤
し
て
い
ま
す
。学
生
は
１
７
０
０
人
、

教
真
を
含
め
て
２
千
人
の
経
済
主
体
で
す
。
大
学
関
係

者
の
生
活
堂
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
費
や
部
庭
代
収
入

が
、
市
民
で
あ
る
大
家
さ
ん
の
経
済
を
潤
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
経
済
効
果
を
「投
資
効
果
」
と
呼
び
ま
す
。

借
金
し
て
誘
致
し
た
千
葉
科
学
大
学
が
銚
子
市
に
存
在

し
な
い
と
し
た
ら
、
銚
子
市
民
は
今
生
き
て
行
け
る
で

し
よ
う
か
。
「銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
、
銚
子
市
民
の

実
力
だ
け
で
認
定
を
受
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
看
護

学
部
は
増
設
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

千
東
科
学
大
学
の
入
学
式
で
、
今
年
は
４
３
５
人

が
入
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
な
拓
を
銚
ｒ
市
内
に

毎
年
呼
び
込
む
政
策
が
、
ほ
か
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
っ

市
内
の
ホ
テ
ル
は
満
虫
で
し
た
。

借
金
の
額
だ
け
特
出
し
し
て
、
市
民
の
不
安
を
あ

お
る
ｋ
候
補
は
、
市
長
候
補
の
交
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

野
平
市
長
は
田
か
ら
お
金
を

持
っ
て
き
て
い
な
い
？
・？
・？

折
角
の
ご
紹
介
で
す
か
ら
、
私
が
円
か
ら
あ
ざ
や

か
に
お
金
を
引
き
付
せ
、
税
収
を
め
ざ
ま
し
く
料
収
し

た
、
い
く
つ
か
の
実
例
を
お
般
鰐
Ｈ
し
ま
す
。

①
平
成
２４
年
度
地
方
交
付
税

１
億
５
３
０
０
万
円

平
成
２３
年
３
川
３‐
Ｈ
に
市
立
病
院
は
人
院
病
棟
を

開
設
し
ま
し
た
。
平
成
２２
年
度
実
績
と
し
て
は
た
っ
た

１
日
、
人
院
希
理
肯
お

一
人
が
人
院
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
や
日
の
４
月
１
日

（平
成
２３
年
度
）
開
米

予
定
を
１
１１
甲
め
た
努
力
で
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
が
切

平
成
２３
年
度
の
特
別
交
付
税
の
計
算
に
反
映
さ
れ
、
予

想
外
の
１
億
５
３
０
０
万
円
が
１２
月
に
交
付
さ
れ
、
サ

プ
ラ
イ
ズ

・
ボ
ー
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２３
年
３
月
Ｈ
日
の
束
Ｈ
本
人
艇
災
以
後
、
衛

生
陶
器
の
人
子
が
途
絶
し
、
１１
年
期
限
が
い
た
ず
ら
に

か
つ
て
は
貧
し
か
っ
た
神
栖
村
は
、
〈／
や
、
金
田

に
冠
た
る
宙
裕
都
市
で
す
。
銚
子
市
の
財
政
力
で
は
、

神
栖
市
の
ま
ね
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
無
埋
に
ま
ね
し

よ
う
と
公
約
す
る
と
、
銚
ｒ
市
の
財
政
を
守
る
た
め
に
、

公
約
を
向
ら
否
定
し
、
リ
コ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

神
栖
と
の
サ
ー
ビ
ス
格
差
是
正



「病
院
つ
ぶ
し
の
議
員
」
と
い
ス
ア
マ

証
拠
に
基
づ
い
て
多
数
派

議
員
の
病
院
予
算
の
連
続
否

決
の
実
態
を
説
明
す
る
こ
と

が
、
ど
う
し
て

「デ
マ
」
と

古
え
ま
す
か
の
赤
字
術
て
ん

の
術
止
予
算
を
合
決
し
た
議

典
が
病
院
つ
ぶ
し
な
の
は
、

明
白
で
す
。
特
に
、
ｋ
候
補

は
、
自
分
で

「た
と
え
病
院

つ
ぶ
し
と
言
わ
れ
て
も
」
と

議
会
で
豪
語
し
て
い
ま
す
。

（資
料
１
）

只
銚
子
市
の
）
一
般
会

計
か
ら
赤
字
を
補
て
ん

す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
議
員
と
し
て
ノ
ー

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
病
院

を
つ
ぶ
す
の
か
と
言
わ

れ
よ
う
と
も
、
・‥
」

（２３
年
９
月
定
例
会
討
論
Ｐ
２
７
６
）

決

決

決
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→
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平成24年

9月

市議会

平成 24年 度
銚子市病院事業
会 計 補 正 予 算
(第 1号 )

X X X X X X X X X X X X X 7 13

平成 24年 度
銚子市病院事業
会 計 補 正 予 算
(第 1号 )に 対す
る再議

X X X X X X X X X X X X X 7 13

平成2年
10月

市議会

平成 24年 度
銚子市病院事業
会 計 補 正 予 算
(第 1号 )

X X X X X X X X X X X 0 X 8 12

業
算
す中おお中韓
X X X X X X X X X X X 0 X 8 12

平成25年
3月
市議会

平成 24年 度
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当
然
で
す
。
法
人
格
の
な
い
東
京
事
務
所
の
経
興

を
分
別
す
る
た
め
の
適
帳
は
、
個
人
名
で
作
り
ま
す
。

銀
行
は
、
東
京
事
務
所
の
責
任
者
と
し
て
の
肩
書
の
つ

い
た
田
中
氏
の
個
人
名
義
で
作
っ
て
く
れ
た
の
で
す
か

ら
、
す
べ
て
の
出
入
金
が
回
中
氏
名
義
の
通
帳
に
記
載

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
半
は
、
職
真
の
給
料
で
す
。

以
下
は
、
担
当
部
長
が
市
議
会
で
容
弁
し
た
内
容

で
す
。
既
に
問
題
な
い
こ
と
を
ｋ
候
補
も
納
得
し
た

テ
ー
マ
な
の
で
す
が
、
議
事
録
か
ら
、
担
】
部
長
の
容

介
を
引
用
し
ま
す
。
適
帳
の
２
２
０
行
の
う
ち
８５
行
が

共
塗
り
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
何
の
問
題
も
な
い
と

容
弁
し
ま
し
た
。

「先
ほ
ど
の
市
長
容
介
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
黒
塗

り
価
所
は
８５
か
所
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
う
ち
給
与

の
支
払
い
に
係
る
部
分
が
３５
か
所
、
東
京
本
部
役
職
典

が
立
て
か
え
た
部
分
が
２。
か
所
、
あ
と
振
り
込
み
子
数

料
に
係
る
部
分
が
２８
か
所
、
あ
と
は
旅
典
の
精
算
年
に

よ
る
返
金
が
２
か
所
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

⌒
平
成
２３
年
１２
月
市
議
会
）

民
問
法
人
の
経
常
者
に
は
、
職
務
専
念
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
職
務
の
合
――――
や
週
末
に
創
造
的
な
仕
事
を

す
る
の
は
、
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
片
千
問
で
は

で
き
な
い
病
院
再
生
米
務
を
な
し
遂
げ
た
千
腕
こ
そ
、

評
価
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

公
的
な
関
わ
り
の
失
紙
を
個
人
の
仕
い
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
誇
ら
な
い
の
も
、
品
格
あ
る
態
度
で
す
。

引
用
さ
れ
た
広
告
会
社
の
洋
き
方
が
気
に
人
ら
な

い
と
い
っ
て
も
、
「田
中
劇
即
申
長
時
代
の
不
透
明
性
」

の
……ＬＩ…
明
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
攻
め
て
い
る
意
味
が

「不

透
明
」
で
す
。
議
典
９
名
の
連
名
で
、
一こ
れ
だ
け
品
格
の

な
い
ち
ら
し
を
配
布
す
る
の
は
、い
か
が
な
も
の
で
す
か
。

「
働

Ｃ

Ｉ

Ｆ

」

は

、

働

Ｉ

Ｃ

Ｆ

の

間

違

い

で

す

。

小
倉
氏
は
、
政
府
の
リ
ゾ
ー
ト
審
議
会
等
々
の
委

典
を
務
め
た
、
名
高
い
開
発
者
で
す
。
特
に
、
岩
子
県

ア
ッ
ピ
ス
キ
ー
場
の
開
発
者
と
し
て
お
名
前
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

私
は
、
３
年
４
ヶ
月
の
岩
子
県
庁
勤
務
時
代
に
は
、

お
公
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
知
人
が

小
倉
氏
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
関

心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、

私
が
市
長
に
復
帰
し
た
平
成
２‐
年
の
少
し
前
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
元
県
劇
知
事
の
ご
紹
介
で
し
た
。

銚
ｒ
市
の
市
議
会
議
員
は
、
外
部
の
行
能
な
人
財

に
対
す
る
拒
絶
反
応
が
強
く
、
「て
ん
で
ん
し
の
ぎ
」

な
ど
と
皮
肉
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
―――
中
氏
と
小

倉
氏
に
対
す
る
攻
撃
の
ひ
ど
さ
は
、
銚
ｒ
市
の
恥
に
な

り
ま
す
。
や
め
る
べ
き
で
す
っ

銚
Ｆ
市
が
か
つ
て
の
繁
米
を
取
り
、灰
す
た
め
に
は
、

人
財
不
足
を
術
う
た
め
、
行
能
な
外
部
人
財

（よ
そ
も

の
）
を
活
用
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
年
十‐ｉ‐
６
０

０
万
円
や
５
７
５
万
円
の
調
査
費
と
し
て
の
実
質
的
な

人
件
史
は
、
こ
れ
ら
の
人
財
に
関
し
て
は
、
決
し
て
高

額
と
は
吉
え
ま
せ
ん
。
非
常
助
で
年
十‐ｉ‐
４０
Ｈ
し
か
市
議

会
の
建
物
に
い
な
い

‐
談
典
の
年
額
服
酬
６
３
６
万
円
と

比
岐
し
て
も
、
決
し
て
高
く
な
い
で
す
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
ｋ
候
補
の
ビ
ラ
に
は
様
々
な
緋

訪
中
傷
が
洋
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ロ
ー
カ
ル
新
聞
を
経
常

す
る
ｋ
候
補
は
、
こ
ん
な
附
い
肥
い
を
平
気
で
洋
く
の

で
す
か
。
天
円
の
お
父
Ｌ
が
な
し
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

反
論
は
こ
こ
ま
で
と
し
ま
す
が
、
根
拠
の
な
い
さ

さ
い
な
誹
訪
中
傷
は
、
す
べ
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

非
難
で
あ
る
こ
と
を
、
念
の
た
め
に
洋
き
添
え
ま
す
↓


